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真 930 字)， 400 字詰原稿用紙に換算すると 480枚におよぶ論文である。
序章「唐事の能の概況」は，唐事の能についての総論とも言うべき章である。論者は唐事の能を， r中国の事あるいは
中国人を素材とする能」で「舞台はかならずしも中国である必要はない」と定義し，唐事の能はおよそ 240 曲ある現行
曲中では 23 曲，廃曲(非現行曲)では近世の読み物的な作品を中心に 70曲ほどにのぼるとする。現行の唐事の能につ
いてはその概要を一覧表にしたうえで，作者や曲柄との相関関係なと、について述べ，廃曲の唐事の能については，これ






















































第 6章「近世における唐事の能の展開-怪異物の出典を中心に -J は，近世になって上演を目的としない読み物とし
て作られたらしい謡曲の出典についての考証である。ここではそのうち怪異物である《鵜鵡鳥> ~根元鵠> ~人参)) (螺
女> ~農竜> ~張文成》が取り上げられ，これらの典拠として『関元天宝遺事~ r湖海新聞夷堅続志~ r庚渓詩話』


























































このほか，第 3章・第 4章における慶長 9年の豊国社臨時祭で上演された 4曲の新作能についての研究は，これらが
能が古典劇になりつつある時代の作品であるだけに，はじめてのまとまった研究としての意義は高いし第5章の「狸々
物」や第 6章の近世の戯作的な謡曲についての研究も先駆的な研究として評価される。とくに，第6章で指摘された出
典はいずれも正鵠を射ており，今後この分野の出典研究はいっそうの進展が期待される。また，第7章の能の元曲起源
説をめぐる研究は，それが謬説であるにもかかわらず，いまなおいかに強い影響力を持っているかを説得的に述べてい
るが，これは能と中国文化の関係という側画もあるユニークな研究である。
本論文は着実な研究方法と旺盛な研究意欲により，以上に述べたような成果をあげているが，その一方，本論文は個々
の作品の出典研究の集成という色彩が強いことも事実であり，唐事の能という概念、についての考察が手薄なことは否定
できない。唐事の能の定義や，世阿弥・禅竹・禅鳳の伝書を通して，唐事の能に対するそれぞ、れの姿勢について述べら
れている序章が唯一そうした面についての考察であるが，これらの見解はどちらかといえば常識的なものであり，本論
文によって唐事の能というものの輸郭がみえてきたとは言いがたい。しかし現行曲・廃曲あわせて百曲にもおよぶ唐
事の能全体に対する見通しはそう簡単に得られるものではないのであり，本論文は論者がめざす将来の唐事の能の総合
的研究に向けての着実な第一歩だと評価できょう。
以上，当審査委員会は本論文を博士(文学)の学位を授与するににふさわしいものと認定する。
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